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患者で溢れていました 滞在中に見学 した手術はすべ

て脊椎カリエスの症例で,胸腰椎前方アフローチによ

る病巣掻爬後.二期的に後方固定術を行っていました
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定術は非常に丁寧で分か りやす く、大変参考にな 1,ま

した 滞在中は若い医師から日本での治療方11に つい

て多くの質問を受け.彼 らの熱心な姿勢に心をオ」たァし

ました Bambang教授は親 H家 で これまで13人 の

Ic‖ 0、、を日本/｀ 、ヽ留学 させていました そのため,日 本

滞在経験のあるスタッフが多 く.留学 していたときは

日本で親切にされたと感謝 していました

インドネンアは盛んな経済発展の一方で,ま だまだ

栄養不良や不衛生な環境が多く見られました 脊|[Lカ

リエスの患者さん達は10ヽ 20歳代にも開わらず,痩せ

て低身長でした 移動中の車から垣問見たスラム街で

は.多 くの住民が水はけの思い不潔な環境で生活 して

いました トイレットベーパーーは手術室の トイレにも

設置されておしず.手 1由 と水の入った水槽 と,ホ ース

付 きンヤワ~が 置いてあり.床 は水浸 しでした われ
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頂いた紙を使用 しましたが.異 文化を‖しで感 じました

一方で.郊外には約10億 円の豪邸が 立ち並ぶエリアが

あり.美術館のような巨大な建造物もありました 香

港から帰国して 1週間後にスラバヤを訪れたため,ど
うしても両国の比較をしてしまいましたが,香港より

も貧富の差が大 きいと思いました

Bambang教授.I)cnny先生.Lukas先生から毎日イ

ンド不シア料理を御馳走になりました ほどほどに辛

く.目つ .や や甘い味付けで.どれも大変気に入 りま

した しか しながら,最 も強烈だったのは.3ambang

教授お気に入りの “SOtO Madulatソ l― マ ドュラ)"で

す ツ ト・マ ドュラとは様々なスパイスと共に牛の肺、

牌臓,胃 .大腸,そ して脊髄付きの脊椎骨などを煮込
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が挑み.そのほとんどがお腹を下 した恐怖のローカル

フー ドです われわれも果敢に挑戦 しましたが、やは

り2人 とも具合を崩 し 数日間 トイレの住人となりま

した

訪問した 2施設では.英語での医学教育が浸透 して

いました 訪間当初はやはり独特の訛 りのため.リ ス

ニングに苦労 しました しか し.英 語は intcrnational

hnguagcで あ り,必ず しも正 しい発音や文法ばかりに

とらわれる必要はあ りません 意思疎通することが日

的です 日本滞在経験のある医師から,日 本の医師は

英論文を沢山書いているのに英語のコミュニケ~ン ヨ

ンが不得手であると指摘 されました われわれは
.

もっと積極的に英語で意見を海外に発信 し.連携 を

取ってい くことを求められています

今回.年齢 も得意分野 も違う2人でアジアを訪問す

ることで.東 ・西日本の医療情勢や.脊‖;i損 傷などの

基礎研究.さ らに側彎症手術などに関しても日本の代

表 つ|と して.訪問先の先生方と意見交換することが

できました 今回のことで初めて知 りあった 2人でし

たが 言方間中はお互いが補足 し協力しあい.大きな ト

ラフルも無 く.有意義な二週間を過ごしました 2施
設からは大変な歓待を受け とても恐縮するとともに
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日本の諸先輩方が行ってきた国際交流の奥深さを知 |,

ました これまで欧米偏重であったわれわれの興味が

アジアに対 しても大 きく拡が |)世 界の中の日本の位

置や役言|」

:を 確認できました 二れからも .日 本の臨床

医｀と1_て 国|な 交,Flの 発展に寄与 したいと思います
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のご協力を賜 |,ま した日本脊権脊髄病学会国際委員会

の先生方 滞在先の Luk教授.Chcung教授.Bambang

教授を始め スタ ′フの皆下lt 訪間計画を立てる際に

情報をご提供 ドさいました愛知医科大学整形外科の若
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